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フグにフグ毒を与えるとどうなる？  
――テトロドトキシン摂取によるトラフグ腸内細菌叢の変化―― 

 

発表のポイント 

◆トラフグの生育初期にテトロドトキシン（TTX）入りの餌を与えると腸内細菌叢がどのように

変化するのかを調べました。 

◆腸内細菌叢を構成する一部の細菌種の組成が変化し、それに応じて予測される腸内細菌叢の

機能が変化する可能性があることがわかりました。 

◆本研究の成果は、トラフグ種苗生産におけるより良い飼育環境の構築や、自然環境における

適切な資源管理につながるものです。 

 

 

トラフグ稚魚 

 

概要 

東京大学大気海洋研究所の濵﨑恒二教授と、同大学大学院農学生命科学研究科博士課程のワ

セル マイ大学院生、長崎大学大学院総合生産科学研究科の阪倉良孝教授らによる研究グルー

プは、人工的に孵化、飼育した無毒のトラフグ稚魚に対し、TTX を混ぜた餌を与えると腸内細

菌叢が変化することを初めて明らかにしました。 

本研究では、小型水槽による再現性の高い海産仔魚の飼育実験技術と微量サンプルからの細

菌叢解析技術を用いることで、トラフグ生育のごく初期段階における腸内細菌叢が、約 1 週間

の TTX 投与によりどのように変化するかを観察しました。その結果、腸内細菌叢を構成する主

要細菌種の組成は、TTX の有無に関わらず比較的安定でしたが、一部の細菌種の組成に違いが

生じることがわかりました。腸内細菌叢は、フグの生育や健康維持に重要な働きを持つと考え

られることから、こうした細菌種組成の変化は腸内細菌叢の機能に変化をもたらす可能性があ

ります。本研究の成果は、種苗生産におけるより良い飼育環境の構築や、自然環境における生

態解明を通じた適切な資源管理につながると期待されます。 
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▼詳細は、プレスリリース掲載ページにてご確認ください。 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2024/20240731.html 
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